
株式会社 東郷製作所－環境方針－

株式会社 東郷製作所の社是及び経営基本方針に基づいた企業活動を行うとともに、

基本理念

かけがえのない地球環境を健全な状態で、次世代へ引き継いでいくことが重要な使命

と認識し、「人にやさしく地域社会に貢献する企業」をめざす。

基本方針

２０１１年 ４月１日

取締役社長 相羽 繁生

地球を大切にしよう

（１）当社が行う事業活動、主製品である自動車用ばね部品及びサービスが、環境に与

える影響を的確にとらえ、環境負荷及び有効性を評価し全員参加で継続的な

改善を図る。

（２）環境関連の法律、規制、協定及び同意するその他の要求事項を順守するにとどまら

ず、技術的、経済的に可能な範囲で汚染の予防に努める。

（４）内部環境監査を実施し、自主管理による環境マネジメントシステムの維持向上を図る。

（５）当社で活動するすべての人について必要な環境教育と訓練を行い、環境保全意識の

向上を図り環境方針の周知徹底をする。

（６）この環境方針は必要に応じて社外にも公開すると共に、一般の人も入手可能にする。

（３）エネルギー、水、原材料等の使用量を低減し、資源の節約に努める。
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注：評価は青字は達成、赤字は未達成を示す。

評価 評価 評価
環境マネジメントシステムの維持改善 １．環境マネジメントシステムの継続的改善 ・環境管理責任者

　　　方針管理にＥＭＳを組み入れる 組み入れる

２．内部環境監査の実施（２回／年）と
妥当性確認から有効性確認の内部監査実施 ・環境監査責任者

３．審査機関による定期審査の受審 ・ＩＳＯ推進事務局

環境負荷の低減① ＜目的＞
省エネルギー活動の推進（電力等） １．地球環境の保護

　　　　・・・・・CO2削減による地球温暖化防止

２．石油資源の確保 ・省エネルギー部会
　　　　・・・・・電気・ガス等のエネルギー消費量の低減

＜目標＞
　総エネルギーを２０１４年までに２００５年比で９％以上低減

（原油換算・原単位）

環境負荷の低減②
　廃棄物低減・資源の有効活動 １．分別収集の運用と実施

　　　（分別率の向上：２０１３年　１００％目標）⇒２０１５年　１００％

２．資源化物の拡大 ○ ×
　　　（資源化率の向上：２０１３年　９８％目標）⇒２０１５年　９８％・ゼロエミッション部会

３．一般廃棄物削減 ○ ○
　　　（２０１３年　０８年比１０％低減）　⇒２０１５年　2013年時再設定

４．５Ｒ活動の展開
　　・活動の定着化、PR・啓蒙活動

法規制を遵守し環境汚染を防止 １．最終放流水の水質向上 ○ ○
○ ○
○ ○

安全衛生環境室
２．総排水量の低減活動 ○ ○

○ ○
○ ○

○ ○

技術部 ○ ○
４．環境負荷化学物質の削減

環境教育訓練の実施と啓蒙活動 １．内部監査員の養成・能力向上 ・安全衛生環境室 ○ ○

２．従業員に必要な環境教育と啓蒙 ・総務部/安全衛生環境室 ○ ○
　　・全社員の環境再教育の実施（２０１４年までに１回は行う） ・全部門/部署

３．環境実績報告会、環境展示会の開催（２０１２年予定） ・事務局、２部会
　検討

４．定期訓練の実施 ・全部門/部署 ○ ○

№ 改訂者 改訂承認

○

○

年　　度　　目　　標

年度方針に環境目標を
２０１２年

○

○

更新審査
７月

・重点項目を決め、
　より掘り下げた監査の実施

・問題点の洗い出し
　　　(運用、展開方法など)

２０１４年２０１３年

５月、１１月

ＱＭＳと文書、運用方法も含め
て整合性を取る

管理方法も含め、１５年目以降
の活動方法について検討

・内部監査事例集の発行 ○

７月
○

○

[付加価値千円当り原油使用量]

資源化率９８％以上

７月

[付加価値千円当り原油使用量]

第５：１．４５１Ｌ/千円

全社：１．１４４Ｌ/千円

・新規人員の増員 ・ＴＳと連携を取り、全社教育プ
ログラムへの取込み

 T-N値 15㎎/l以下

BOD値 25㎎/l以下
COD値 25㎎/ｌ以下 COD値 25㎎/ｌ以下

２００８年比　８％低減

定着化 定着化

２００８年比　１０％低減

○

・さらなる人員確保

適宣

地域への情報公開方法検討

新入社員、中途入社教育

相羽　由光 相羽　由光

株式会社東郷製作所

５月、１１月

改訂日 改　訂　理　由

総合評価

環境管理責任者承認

○○

資源化率９８％以上

環境目的・目標一覧　　　（２０１２年～２０１４年）

○

○

環　境　方　針 目　的　・　目　標 担当・責任者

５月、１１月

サーベｲランス ○

分別率９８％以上

資源化率１００％
資源化率９８％以上

第５：１．４２０Ｌ/千円

本社：０．９９４Ｌ/千円
[付加価値千円当り原油使用量]

第５：１．４３５Ｌ/千円

○

BOD値 25㎎/l以下

ソルト洗浄排水量の適正化

定量的な評価管理の確立 定量的な評価管理の確立

新入社員、中途入社教育

ソルト洗浄排水量の適正化
塗装・パーカー排水量の適正化

定期訓練の実施

新入社員、中途入社教育
適宣

環境展示会の開催

定期訓練の実施定期訓練の実施

適宣

環境方針等の社外展開方法の

 T-N値 15㎎/l以下  T-N値 15㎎/l以下

２００８年比　５０％低減

分別率９９％以上
分別率９８％以上 ○

本社：０．９８３Ｌ/千円

（２００５年比９％低減）

○ 全社：１．１２０Ｌ/千円○

（２００５年比８％低減）

全社：１．１３２Ｌ/千円

○

定着化

サーベｲランス

塗装・パーカー排水量の適正化

本社：１．００５Ｌ/千円

（２００５年比７％低減）

分別率９８％以上

定量的な評価管理の確立

熱処理間接冷却水水量の適正化 熱処理間接冷却水水量の適正化

COD値 25㎎/ｌ以下

遵守

BOD値 25㎎/l以下

ソルト洗浄排水量の適正化

３．ライフサイクルアセスメント
　　　　　　　　　　定量的な評価実施

（適宣対応） （適宣対応） （適宣対応）
遵守 遵守

塗装・パーカー排水量の適正化
熱処理間接冷却水水量の適正化



ゼロエミ部会　１
サブテーマテーマ

背　景

内　容

全廃棄物推移
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トン/年 資源化物（除スクラップ）

廃棄物

資源ごみ推移
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埋立ごみ推移
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トン/年
(03年業者焼却に含む）

リサイクル古紙推移
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業者焼却ごみ推移
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トン/年

ゼロエミへの挑戦
全員参加で 継続的な改善

当社１０年の取組み・成果

(03年埋立含む）

(固形燃料化）

業者焼却
廃アルカリ

樹脂インサート

当社の状況は？

大幅な減少達成 ◎大幅な減少達成 ◎ 減少傾向 ○

増加傾向 ○

古紙の混入

減少傾向 ×

分ければ 資源
混ぜれば ごみ

資源化の推進は進むが
まだまだ 資源化の余地あり
きめ細かな分別にご協力願います



ゼロエミ部会　２
テーマ

背　景

内　容

サブテーマ

業者焼却廃棄物

28ｔ/年

ダンボール
新聞紙

雑誌

PPS・PBT・POMの一部

2011年度

処理費

150万円/年

大変な損失になっています

皆さんの協力で、処理費の低減が出来ます。

分ければ資源、混ぜればごみ
の実践をお願い致します。

資源ごみ
業者焼却

樹脂廃プラ
リサイクル古紙

有
価
物
化

売却益 ３３２万円/11年

ゼロエミへの挑戦
分別先変更による 処理費低減

当社業者焼却の処理費 処理費用いくら？



ゼロエミ部会　３
サブテーマテーマ

背　景

内　容

ゼロエミへの挑戦
今こそ一人ひとりがリサイクル意識を高め今ある資源を大切に

廃棄物処理の流れ ごみの活用を！

◆有償回収
(お金を払う）

解体・分解出来る物は、解体・分解してリサイクルへ

埋立廃棄物を減らす

資源ごみ

業者焼却

固形燃料化

助 燃 材

再 資 源 化
金属製品その他金属類

樹脂製品他のﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

古 紙 再生紙・段ﾎﾞｰﾙ

飲料容器 粉砕後原料

再資源化リサイクル品

断熱ガラス・陶磁器類

粗大ごみ

雑 雑

◆有価回収
（お金が入る）

ス

プ ス
ビ

分別で有価物化

不燃物品

◆有償回収
(お金を払う）

埋立

分ければ 資源
混ぜれば ごみ



ゼロエミ部会　４
テーマ

背　景

内　容

サブテーマ

５つの考えでごみ削減

製造分野における循環型社会
廃棄物をゼロにするには、出てしまった廃棄物を

リサイクルするだけではなく、生産工程のあらゆる

過程で省資源活動が必要です。

当社では下記の５Ｒ活動を展開します。

原材料

製造

製品

⑤RE-CYCLE （再生）
積極的な再資源化活動

③RE-USE （再利用）
再利用できるものは

①RE-FUSE （拒否）
ごみになるものは

②RE-DUCE （削減）
廃棄物を限りなく

④RE-FINE （分別）

スクラップ

みんなで努力を！

ゼロエミへの挑戦
５Ｒ展開による啓蒙活動の促進

削減のための５つの考え



ゼロエミ部会　５
テーマ

背　景

内　容

サブテーマ

廃棄物分類表（あいうえお順）

品　　名 分　類 品　　名 分　類 品　　名 分　類

あ アルミカップ 業者焼却 さ 材料袋 資源 ね ネット 業者焼却

アルミホイール ｽｸﾗｯﾌﾟ 材料包装紙 資源 は ハサミ 埋立

アルミホイル 埋立 サンドペーパー 業者焼却 パージだんご 樹脂（プラ）

アイス棒 業者焼却 残飯 業者焼却 灰類 業者焼却

2011年11月30日

総務部総務課・ゼロエミ部会

ガム 業者焼却 た 竹 業者焼却 ペットボトル ﾘｻｲｸﾙ

ガムの包み紙 業者焼却 タバコ空箱 業者焼却 ほ ホース類 業者焼却

枯れ草 業者焼却 タバコの吸殻 業者焼却 帽子 業者焼却

革靴 業者焼却 宅配袋 資源 ボールペン ﾌﾟﾗ/業焼

かんばんケース 業者焼却 ダンボール ﾘｻｲｸﾙ 保護メガネ 業者焼却

カーボン紙 資源 第２原紙 資源 ポリバケツ プラ資源

紙くず 資源 ち 茶わん ｶﾞﾗｽ・陶器 ポリ容器 空箱置場

不燃物の正しい分別

ゼロエミへの挑戦
ひと手間かけた分別を！

ひと手間かけた廃棄

解体・分解のできるものが多く廃棄されている

不燃物コンテナの実態

廃棄物分別表による正しい廃棄

樹脂廃棄

筒が割れたら・・・分解

分ければ 資源
混ぜれば ごみ

インクがなくなったら・・・交換

再利用

交換・業者廃却



ねらい

エアー漏れ点検結果

今後の活動（休日電力低減）その他の活動（LED化）

省エネ部会 事例１．工場ユーティリティチーム　活動

テーマ 部署名

エアー漏れ点検によるコンプレッサー電力低減 アッシー係・圧縮ばね課

修理後の成果

エアー漏れの撲滅 無駄なｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの電力低減

（例）エアーガン

１５０ℓ/min⇒１．５kwhに相当

※1kwh=１５円

★１日（24ｈ）出っ放しだと

消費電気量 ３６kwh

電気料金 ５４０円

★1ヶ月（３０日）出っ放しだと

消費電力量 １０８０kwh
電気料金 １６，２００円

エアー量と電力の関係

◆エアー漏れ量 修理後

８、８４８ℓ/min ⇒ ３，６５４ℓ/min

◆損失電力量

６３，７０５kwh/月 ⇒２６，３０８kwh/月

◆損失金額
９６万円/月 ⇒ ３９万円/月

◆修理費用 ⇒ ４９万円
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アッシー係 圧縮ばね課

エアー漏れ量（ℓ/min）

年間消費電力
765,000kwh
年間電気料金
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LED照明効果（ｋｗｈ）
◆低減電力量 ：５，３７６ｋｗｈ

◆効果金額 ：８４，０００円/年
◆投資金額 ：２５７，０００円

0

5000

10000

15000

20000

25000

動力 電灯 空調

日曜日の電力量（ｋｗｈ）

◆休日電力量 ：１，２０５，５５０ｋｗｈ

◆休日電気料金 ：１，８００万円/年

１．休日パトロール実施

２．低減活動推進

２０１１省エネ活動紹介事例

２０１１年実績２０１２年１～５月



部署名

組立課　フォーミング係成形工程待機電力の低減

内容

省エネ部会 事例２．生産設備チーム　活動

改善時間

テーマ

ねらい

効果
電力使用量（見做し）

168kW/年×3台=504kW/年 4HX3台=12H

震災後全国的に
ＱＣｻｰｸﾙとして身近な
生産設備で節電挑戦

0

0.5

1

1.5

成形機、材料台を電力量計で実態調査

段取り等の停止でもﾊﾟﾀｰﾝ
で電力に違いがある

KWH
15分単位の測定

・停止中でもかなり電力
を使用
・人により成形機ﾓｰ
ﾀｰ、材料台電源を都度
切っている。

わかった事

無
駄
な
電
力
使
用

方法

電源入りっぱな
し

材料替え

寸動にして
切り忘れる

作業性上仕方ない

無人停止

電源落ちない

寸動状態

電源つきっぱなし

つきっぱなし

つけっぱなし

寸法調整

教育 薄い

切り忘れ

されてない

人

材料台 モーター

節電意識

段取
作業性上仕方ない

つけっぱなし

ムダ

ムダ 有人停止

電源落ちない

電源落ちない

機械停止

連動から寸動
に切り替え

切り忘れ

切り忘れ

①

①

②

② ①

①

測定結果

対 策 横展状況

電力KWH 時間 電力計KW
加工中 1.16 79.5 92

停止時ﾓｰﾀｰON 0.78 5.25 4.1
停止時ﾓｰﾀｰOFF 0.14 5.25 0.75

計 90 96.9

3台/22台
完了△

寸動時でも自動で電
源がOFFになる様に
回路の変更
(成形機)

30秒～10秒
頻繁にONにしなくてはな
らない為作業性が悪い

材料台の回路変更 担当　設備係
生産機が無人停止後だけ材料台
も電源がOFFになる様にした

５分～３分
製品によっては５分以内で材
料替えが出きてしまい節電
効果がない

１分
程よく作業しやすく節
電効果もある

×

◎

２０１１小集団活動紹介事例



　電力使用量

高効率照明化（LED等）と電力の低減

内容

省エネ部会 事例３．事務・空調・照明機器活動

改善費用

テーマ

ねらい

効果

部署名

組立課　アッシー検査係

10.556kW-8.416kW ＝2.14kW低減/月

2.14kW/h×10h×20日＝428kW

428kW×13.51円/h ＝5,782円/月

年間低減額 69,384円

257,000円

震災後の電力不足 省エネのﾓﾃﾞﾙ職場

２０１１省エネ活動紹介事例

職場の照明消費電力
消費電力
10.556kW

電力(kwh)使用器具（‘11.８）

2.204

8.352
232W・・・36箇所
(110w×2灯)

116W・・・19箇所
(110w＋ダミー管)

照明の交換前後の照度比較

間引き実施 19灯
高効率照明 10灯交換

照度比較結果より改善を実施

使用器具（‘11.８）

6.032

電力(kwh)

2.204

0.88

232W・・・26箇所
(110w×2灯)

88W・・・10箇所
(86wツイン管)

116W・・・19箇所
(110w＋ダミー管)

消費電力
9.116kW

通路及び窓側蛍光灯間引き実施
2012年3月度

100Ｗ⇒200Ｗ　２箇所

100Ｗ⇒0Ｗ　４箇所

200Ｗ⇒100Ｗ　５箇所

+200Ｗ

-400Ｗ

-500Ｗ

消費電力
8.416kW

７００Ｗ低減
（0.7kW）

【比較結果】
電力の低減
照度はＵＰ

１４％低減

２０％低減



公害防止部会（放流水水質向上）
公害防止部会では、”水質汚濁防止・大気汚染防止・近隣住民への配慮・化学物質の管理”をテーマに、主に法遵守の監視活動を
展開しています。今回はそのうちの１つである、本社排水処理の工程（水質汚濁防止）について紹介します。

各生産工程から排水される水は、排水処理場により浄化されます。ただし、上の図でわかるように”汚れ”毎に除去す
る装置が決まっており、裏を返せば”狙った汚れ”以外は除去できないことになります。安易に廃液を側溝や流し台に
流さないようお願いします。

《お願い》

熱処理ソルト
洗浄排水 生物槽② 生物槽③

生活排水 生物塔①

統合槽

バレル・箱洗
い排水 放流

汚泥

水

脱水機

産業廃棄物
（汚泥）ろ液

工場排水

脱水汚泥
微細な固形分

を除去します

窒素・BOD・CODを

除去します

COD・窒素

COD・BOD・油
分・色・りん

窒素

COD・BOD

ｵｰｽﾃﾝﾊﾟ炉
間接冷却水

微生物の栄養剤を
添加し活性化

PH中和剤を添
加し中和

汚れを集めて固める
薬品を添加

■凝集分離処理・物理的処理
薬品等の力で汚れを取り除く

■生物処理工程
微生物の力で汚れを浄化

固体と液体に

分離します

09年4月アクチコンタ
クト稼動

パーカー・塗
装排水

ろ過装置②

生物処理

主にBODを

除去します

加圧浮上装置① 加圧浮上装置②



公害防止部会（総排水量低減）

■取り組み背景

皆さんはいったいどれだけの水を生産に使っているかご存知ですか？

会社では食堂などで上水道の水も使いますが、生産に関わる水はほぼ１００％井戸水を使用しています。

グラフは2009年熱処理・表面処理係の使用

水量です。おおよそ1日平均350トン、1ヶ月

で9,300トンの地下水を汲み上げています。

これはドラム缶にすると1日1,750本、1ヶ月

46,500本分であり、それを並べると1日分で

はテニスコート２．３面、1か月分では名古屋

ドームのグランドに入りきらないほどの面積に

なります。この地下水がもし枯渇したら・・・

生産への影響のみならず、地盤沈下など地域

社会に与える環境影響も大きいでしょう。

■間接冷却水低減の具体的取り組み

⇒ 加熱炉ベアリングセラミック化推進

2009年熱処理・表面処理係使用水量

0

100

200

300

400

500

600

700

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

（トン/日）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

（トン/月）

塗装・ﾊﾟｰｶｰ

ソルト洗浄排水

間接冷却水

月揚水量

1日 1,750本
1ヶ月 46,500本

井戸水くみ上げ量

年間 100,000（m3/年）

オーステンパ・ソルト洗浄水として再利用
17,000（m3/年）

排水溝へ排水
83,000（m3/年）

ＲＸガス発生機冷却
30,000（m3/年）

オーステンパ・ベスチブル冷却（Ｎ77）
5,000（m3/年）

ソルトポンプベアリング冷却

30,000 （m3/年）
加熱炉ベアリング冷却

35,000 （m3/年）

一時回収ピット
35,000（m3/年）

オーバーフロー18,000（m3/年）

排水処理場で処理後河川放流

セラミックベアリング化で
冷却をやめる

2011年 4基 5台を予定

セラミックベアリング化で
冷却をやめる

2011年 N-05の変更を予定
＊N-08は2012年以後

この部分を減らします

【オーステンパ炉間接冷却水の低減】

＊熱処理係の水使用分の詳細

2012年　47,500m3(47.5%)低減



公害防止部会（製品のLCA <ライフ・サイクル・アセスメント>）

■取り組み背景

LCAとは？

製品・サービスの資源の採取から、製造・組立、物流、使用および廃棄・リサイクルに至る

ライフサイクルステージを通しての環境側面と潜在的環境影響を規定した方法に従って分析、

評価すること、をいいます。

【法制化の動き】
―欧州― ―日本―
　EuP指令により、環境影響評価の実施が、 　今後改正される資源有効利用促進法で、
義務付けられる見込みです。 3R（リデュース、リユース、リサイクル）

設計の義務付け、効果の評価が盛り込まれる
可能性があります。(現在、輸送機器は対象外)

【業界の動き】
　自動車部品工業会（JAPIA）製品環境指標ガイドラインにて、①環境影響の低減と
②利便性等製品価値の向上を図るため、この①②の両立性を指標化した製品環境指標を導入し、
環境配慮設計を強力に推進しています。

■製品の環境配慮設計の定量的表現．．東郷のエコデザインの取り組み

環境負荷分析ソフトウェア「JEMAI LCA-Pro」を導入し、自社製品の環境影響評価を試行中です。

製造における各工程毎の
電気・ガス・水道使用量データ

JEMAI
LCA-Pro

インベントリ(環境影響の仕分け)分析結果

製品１個あたりの使用量
による評価が基本です

①

① 区分 No. 名　　前 単位 全体 (1) 材料供給 (2) 巻取り
(3) 低温
焼きなまし

(4) 研削
(5) ショット
ピーニング

(6) 低温
焼きなまし

(7) SHS処理
(8) セッチング
検長

(9) 洗浄

Resources 1  Cr(資源)  kg 6.08E-05 6.08E-05
2  Fe(資源)  kg 6.22E-03 6.22E-03
3  Mn(資源)  kg 5.41E-05 5.41E-05
4  U(資源)  kg 2.97E-07 3.34E-08 4.99E-08 1.33E-08 1.11E-07 5.77E-09 2.69E-08 2.54E-08 1.53E-08 1.56E-08
5  ケイ砂  kg 1.79E-04 1.79E-04
6  ドロマイト  kg 3.49E-04 3.49E-04
7  一般炭  kg 4.25E-03 1.26E-03 5.67E-04 1.51E-04 1.26E-03 6.55E-05 3.05E-04 2.89E-04 1.73E-04 1.77E-04
8  原料炭  kg 4.41E-03 4.41E-03
9  原油（資源）  kg 8.92E-04 2.69E-04 1.05E-04 8.31E-05 2.34E-04 1.21E-05 7.02E-05 5.36E-05 3.22E-05 3.28E-05
10  天然ガス  kg 2.19E-03 2.20E-04 2.64E-04 5.36E-04 5.87E-04 3.05E-05 2.56E-04 1.34E-04 8.06E-05 8.23E-05
11  石灰石  kg 1.53E-03 1.53E-03
12  蛍石  kg 1.86E-05 1.86E-05

Air 1  CO2  kg 3.39E-02 1.82E-02 2.60E-03 2.26E-03 5.79E-03 3.00E-04 1.79E-03 1.32E-03 7.95E-04 8.11E-04
2  As  kg 2.81E-10 3.09E-11 4.73E-11 1.26E-11 1.06E-10 5.47E-12 2.55E-11 2.41E-11 1.45E-11 1.48E-11
3  CH4  kg 4.13E-07 1.18E-07 5.56E-08 1.63E-08 1.24E-07 6.42E-09 3.03E-08 2.83E-08 1.70E-08 1.73E-08
4  Cd  kg 2.32E-11 2.56E-12 3.91E-12 1.04E-12 8.72E-12 4.52E-13 2.11E-12 2.00E-12 1.20E-12 1.22E-12
5  Cr  kg 5.11E-10 5.63E-11 8.62E-11 2.29E-11 1.92E-10 9.96E-12 4.64E-11 4.39E-11 2.64E-11 2.69E-11
6  Hg  kg 3.39E-10 3.73E-11 5.72E-11 1.52E-11 1.27E-10 6.61E-12 3.08E-11 2.91E-11 1.75E-11 1.78E-11
7  N2O  kg 1.10E-06 2.74E-07 1.13E-07 2.19E-07 2.51E-07 1.30E-08 1.07E-07 5.74E-08 3.44E-08 3.51E-08
9  NOx  kg 1.64E-05 9.86E-06 1.08E-06 9.48E-07 2.41E-06 1.25E-07 7.46E-07 5.52E-07 3.31E-07 3.38E-07
10  NOx（移動発生源）  kg 1.11E-05 9.43E-06 3.06E-07 9.37E-08 6.81E-07 3.53E-08 1.68E-07 1.56E-07 9.35E-08 9.54E-08
11  Ni  kg 5.74E-10 6.33E-11 9.69E-11 2.57E-11 2.16E-10 1.12E-11 5.22E-11 4.94E-11 2.96E-11 3.02E-11
12  PM10（移動発生源）  kg 8.11E-07 6.91E-07 2.24E-08 6.87E-09 5.00E-08 2.59E-09 1.23E-08 1.14E-08 6.86E-09 6.99E-09
13  Pb  kg 1.34E-09 1.48E-10 2.27E-10 6.02E-11 5.05E-10 2.62E-11 1.22E-10 1.16E-10 6.94E-11 7.08E-11
14  SO2  kg 1.50E-05 1.46E-05 7.62E-08 4.21E-08 1.70E-07 8.81E-09 4.64E-08 3.89E-08 2.33E-08 2.38E-08
15  SOx  kg 4.00E-06 1.82E-06 4.11E-07 1.14E-07 9.15E-07 4.75E-08 2.22E-07 2.09E-07 1.26E-07 1.28E-07
16  ばいじん  kg 2.68E-06 2.53E-06 2.04E-08 3.65E-08 4.55E-08 2.36E-09 1.86E-08 1.04E-08 6.24E-09 6.37E-09
17  炭化水素  kg 1.51E-06 1.17E-06 5.66E-08 4.67E-08 1.26E-07 6.54E-09 3.83E-08 2.88E-08 1.73E-08 1.77E-08

Industrial 1  低レベル放射性廃棄物  kg 2.07E-07 2.34E-08 3.49E-08 9.27E-09 7.77E-08 4.03E-09 1.88E-08 1.78E-08 1.07E-08 1.09E-08
2  鉱さい(埋立)  kg 1.88E-03 1.88E-03

製品別ＬＣＡ調査表　　　管理Ｎｏ S0543 記入日：

製品群名称：圧縮ばね 品番：L3031-17201 材質：SWOSC-V

品名：セットスプリング （ＴＯＳ：01-003-00056-0013） 材料メーカー：住友電工スチールワイヤー

調査単位：　　１個当たり　←　以下の数値は、この調査単位に換算して記入願います。

消費エネルギー

種類 単位 実測値
ブレー
カー(A)

計算値
(kw)

係数
計算値
(kw)

配分
係数

計算値
(kwh)

設計値
(kw)

配分
係数

計算値
(kwh)

1 巻取
410   φ
2.0

M-40 410-φ2.0 1E87 TCM-40 電力 KWh 300 103.9 0.7 72.7 0.5 36.4 36.6 0.5 1 8.3

2 巻取
410   φ
2.0

M-23 410-φ2.0 1E62 TCM-35B 電力 KWh 17 0.5

3
低温焼なま

し

425ﾟC X

15分
N-20 ﾀｸﾄ13分 3B18 LPG 電力 KWh 12.8 0.8

900個×2箱 ガス m3/日 117.64

4 研削
270ﾟ～
330ﾟ

G-51 1E27 VC610UW 電力 KWh 225 77.9 0.7 54.6 0.5 27.3 30.4 0.6 1 8.2

5 ｼﾖﾂﾄﾋﾟ-ﾆﾝｸﾞ
φ0.45 X
20分

S-39 3000個×2箱 2C14 CND10ATS 電力 KWh 100 34.6 0.7 24.2 0.5 12.1 57.0 0.6 3 4.2

6
低温焼なま
し

250ﾟC X 5
分

N-59 ( SHS
ﾗｲﾝ）

3B122 THSF-250 電力 KWh 6.4 0.8

ガス m3 7.1

7 SHS処理
250ﾟC X
75秒

T-61 ( SHS
ﾗｲﾝ )

8J183 THTC-30 電力 KWh 50 17.3 0.7 12.1 0.5 6.1 10.2 0.6 6.1

8 ｾｯﾁﾝｸﾞ検長  
K-08 ( SHS
ﾗｲﾝ )

5B97 THIM-30 電力 KWh 30 10.4 0.7 7.3 0.5 3.6 1.5 0.5 0.8

9 洗浄  F-08 600個×9分/1ﾊﾞｯﾁ 8H65 TSPW-5KG 電力 KWh 60 20.8 0.7 14.5 0.5 7.3 1.5 0.5 0.8

10 防錆油塗布 OF-R
噴霧器使用

の事
防錆油

11 検査
検査サン
プル

N = 4  要提
出

12 包装  
A1,E1,G1=R
-04

13

投入材料 保全No 型式工程No 工程名称 条件
設備名称な
ど

直接使用していない物質やエネルギー（電気・

ガス・重油等）でも、製品素材の資源採取から

製造までに要した生産工程内（予めLCA-Proに

保存されています）で消費されれば、インベントリ
結果に反映されます。


